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         池 田鑛泉沈澱物の放射能測定
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 池 田鑛 泉 は 日本 で 最 も強 いRa鉱 泉 と して知 られて 居 り,泉 水 中のRh含 有 量 は東 京 工 業 試 験

所 中井 敏 夫 氏 の 測 定 に依 れ ば1479Macheで あ る,

 我 々は此 の鑛 泉tliに 生 じ た沈 澱物 の放 射 能 を調 べ,1'a一 系 に比 してTレ 系 の放 射 能 が 著 し く強

い 事 を 見 出 した の で,そ の結 果 を簡 箪 に報 告 した い・

 (1)試 料 は4個 所 で採 取 した・Geiger-Mu1[eT ZI望β一・隊Co{mter並1こWylm-Wi】lian】s型

α一線Oounterで 豫 備 的測 定 を行 つ た結 果 は第1麦 の如 く, ll・t料に よ 嚇 「汗 彊 弱の ブ乾は あ る が

何 れ も相 當 彊 い放 射 能 を呈 して い る.以 下 の測 定 は最 も彊 い"男ξ、試 糾 に就 い て行 つた.

      第1表 β一線 は試料50gT.を8cmφ の卒皿 に入れCounterの 「5cmに 置 いτ

          測 定,自 然 計数値を差引 いた疵であ る.

          α一線 は試料をガ ラメ板に約1mm厚 に延 し3cmφの冗」距蔭iで測定.

      試料釧 探 取 個 所1β 繍 鮒 分[嚇 緻 齢
       樋  1號泉よ墜 槽への樋1 5].・1   3a4

       泉 12,3號 廻 樋 の貯水槽  581・7   44,7
      洞  窟 ヒ4號 泉貯水槽         32.3       6.0

      風 呂 … 宿の浴槽〔2・3號泉)  27・9    -

 (2)第i圖 の 如 く試 料 を エ ボナ イ ト板 に境 ゾ),α 一線Collnt{Tの 電 離函 の 前 面 に取 付 け て

    第、圖 試構 脛3,m厚 さ2,m  1膨 齢 に充軌 て來 るEma…t1・ ・ による

     .〆罐 ♪訟 、3カド        計数値の登 化を調べナこ.試 料を取付け或は取
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Active Del〕t)gitの 減 衰 の有 様 をα 線C(・mlterで 測 定 しt:.第2回 は その結 果 で,こ れ か ら

封 数 を と り牛 減 期 を求 め る と約10時 間 で あ る・ 浩 しE:namatioltが 」'1,なら ば,1)ePositは 既

にThBよ りThDに 釜 るまで21三衡 に辻 して居b,全 膿 がTllBの 牛減 期10.6時 聞 で減 嚢 し て 行 く

                   筈 で あ る.

    藤 ≒蓋 痂 認1鷺雛隷講1粂㌍
   1    、           (4)上.述 の測 定 で は 認 め られ るEmanatioli.
  ヨむ                                         し

 a                    は全てTl,であ り, Ilhは全 く測定にかか つ て 來
 わ    

叢、 ＼  … 髄  鋸 ない・然る1:T,,(5斗5秒)轍 鋼 で容器内fa 20＼
、    ::灘欝謙;謙 謬ll鞍纏

        σ'、

         σ、.         す る.
          ヘヒ

  1。       9 .、      從つて上述の結果は,實 際試料の皇する放射
             c  ' 、

               。、  能 の大 部 分 がThで あ り, R,,は 之 に比 し 著 し く

  。 _一一.._」__._._.._.一     弱 い事 を示 す もの で は あ るが,必 す し も試 料 中

  磁 篇 、∵ ∴ 鵬 熟 繍 ・・ にM含 まれて恥 贈 示す・のではない.
                   試 料 中のRa含 有 量 を求 め る爲 。 約79rの 試 料 よ

りAI板Eに6Hl!時 聞 力交置 してAetive DcPo5{tを イ栄取 した ・(此 の時 聞 内 にRhはa;一 衡 量 の75

%に 達 す る).

。。)D。PQ,、 、の議 をβ一線,。 。lltt、,で徽   第3圏

した結 果 を第3圖 に示 した'.こ の結 果 を分 析 す   tee

る爲 に,活 性 化 を絡 つ た 直 後 に得 られ る計 数 値    。・

(即ち晒 駒 初期糊 の・ち・ll一系による 語 ・。・ !

部分 とR・一剰 ・よる部分 との害・恰 が種 ・の比を 響  .

繍 鍵燃鷺 鷺膿 欝 巴華. .・艶
て計算する掴 の融 購 となる汀1掟値はAl       ㌍

板を取川した直後の計数のうち85%がTh一系に  却        %な 究 、

よ る場 合 の 曲線 とよ く一・致 して い る.

 この糸lll果か ら雫 衡 状態 に於 け るTn及 びRnの   0  2 `i' 6 8 te ,a /e醇 肉

原 子 数 及 び放 射 能 の強 さの 比,並 に試料 中 に含'

      節 3 表        まれ るRdTh及 びRaの 原 子 数 の比 を 計 算 す る と第3

 NTn:】NRn      LO×10-3:1   表 の如 き結 果 を得 る.

 "T「rn'2rvn:NRn・λRn    6・3:1   (5) 次 にTh一 系 の絶 封 的 含 有 量 を求 め る 爲 に試
NRdTh臨  7・5×70-8 :1料 の鰍 す るT

nを 純T・(・H)、 畷 す るT。 と職 し

                  (go)



        藤 非・寺井:粘 唆質物 の低温礎成物 に於け る高周波損失(第2報)

た 襲 置 は第 斗圖 の如 くで,試 料 よ り直 接 出 るα 線 は電 雌画 には達 せ す 客 器 内 に 充lil荏したTnの

       第4圓    みを鰯 批 ・1交する事輝 際 る・試*"腱 にTh

                    (OH)!の 分量は,重 量 とEmlU説iul1の 強 さと

                    が第5圖 に示す様 に比例する範【嗣内に加減 して

              /  .'t  渕定 した・ この結果からlrl當 り1分 毎の 計 数

              /茜 。ド。 偉 換算すると第4麺 如 くなる・

  〆試料    倣 ア.   第 蟻
"…:tz:        {T・(・II)・1試料〃副 欄 比

                     ・緻//分/…56・) ・7・51U2%
 試 料 のemlma之hlg Powel・ がT}1(01f)t

と等 しい ものとし,T・(。II)1の 精製後約9   炉 問

難戯憲灘 鐸1コツ1:鷺 ノ
                                   !

      第 5 表          .             !                                 
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 (6)第5表 のRn含 有量は泉水中璽R。量 とよく調和する結果である.注 意すべきはRdTh含

有量であつて,稜 生する1～.が雫衡に潅するまで密封 されすに自由に大氣中に逃れさる場 含,

實際蹟泉の周囹一帯に現れる放射能ぱ殆ど全部Tnに よるものである事が判る。

 換言すればRa含 有量カゾ,豫想される放射能に比 し遙かに彊い放射能がT、、により生じて い る

のである.源 泉の放射能の幣寮的効果或ぱ生理的影響を考察す る際には,此 の意味でTl】含有

量に特 に注意する事が必要である.

    粘土質物 の低温焼成物 に於 ける高周波損失

                  (第2報)

             藤 井 粂 簿 ・寺 井 庄 治

 第1報 に於いて本研究者 の1入は,粘i・ 質物を500℃-iOOO℃ に焼成する時…,そのtarα 値

か減少して優に受信用眞察管内の絶縁物或は憂に之を適雷な物質で包んでその他の絶縁物に使

用 し得 るであろうと云い,伺 之は吸漁性があるのでt之mα 値の測定は眞室中でせねば 詳 細 な

                   (91.)


